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一般財源

番号

教育電子県庁推進事業

１　事業の概要

　業務に必要なパソコンの更新を行う。あわせて情報セ

キュリティ確保のためのシンクライアントシステムの整

備を行う

（１）パソコン整備等(前年度継続分)　 △　 　91千円

（２）教育機関簡易シンクライアントシステム

　　　機器賃貸借   　　　　　　　　　△　2,541千円

２　事業主体及び負担区分

　(県10/10)

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.6人＝5,700千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　パソコン整備(新規賃貸借分)　職員用パソコン更新契約(平成25年12月)             1,454台      7,644千円
　　イ　パソコン整備(前年度継続分)　職員用パソコン既契約支払分(一部平成25年11月まで) 2,631台     25,676千円
　　ウ　情報資産管理・簡易シンクライアントシステム機器賃貸借　サーバ一式賃貸借既契約支払分   　　 2,566千円
　　エ　教育機関簡易シンクライアントシステム機器賃貸借　　　　サーバ一式新規賃貸借(平成25年10月)  6,452千円

（２）事業計画
　　ア　電子県庁の安定的な運用を確保するため、業務に必要な機器の更新を行う。
　　イ　電子県庁の安定的な運用を確保するため、業務に必要な機器の整備を継続して行う。
　　ウ　情報漏えい事故防止のための資産管理システム及び簡易シンクライアントシステムを適切に運用するための
　　　機器を継続して整備する。
　　エ　新たに簡易シンクライアントシステムを教育機関に拡大するための機器を整備する。

（３）事業効果
　　　県民サービスの向上や行政の効率化を図ることができる。また、より一層の情報セキュリティ確保を図ることが
　　できる。

（４）その他
　　【前年からの変更点】
　　ア　職員用パソコンの賃貸借契約更新
　　イ　教育機関シンクライアントシステム整備を新規追加

（５）補正予算の概要
　　ア　パソコン整備等（前年度継続分）：延長リース分契約差金発生に伴う減額
　　イ　教育機関簡易シンクライアントシステム機器賃貸借：入札差金発生に伴う減額

(単位：千円)

分野施策


